


 

 
 

 

開催にあたって 
 

独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）が実施する社会福祉振興助成事業では、政

策動向や国民ニーズを踏まえ、ＮＰＯや非営利任意団体等、民間の創意工夫ある活動

や地域に密着したきめ細かな活動等に対して助成を行い、高齢者・障害者が自立した

生活を送れるよう、また、子どもたちが健やかに安心して成長できるよう必要な支援等を

行っています。 

こうした国や地方公共団体などが行う公的な福祉サービスでは十分カバーすることが

できないニーズに対応するＮＰＯ等の活動に助成するとともに、ＷＡＭが適切な情報提

供、助言等の働きかけを行うことによって、地域のさまざまな機関や団体等との連携や

協働を深めることで助成事業の効果を最大化し、広がりが得られるよう支援しています。 

そのような取組みの一環として、資金面での支援とともに、助成金によって実施された

事業の中から、優れた事業について、事業の効果や活動のノウハウ等を、同様な活動

を行う団体等に広く紹介・情報提供していくことが重要であると考えています。 

本日の事業報告会では、長崎国際大学 学長 潮谷 義子 氏をお招きし、ご講演を

いただくとともに、ＷＡＭの助成を受けて事業を実施された団体の中から、地域に密着

したきめ細かな事業を行っている２つの団体に活動報告していただくこととしておりま

す。 

また後半では、地域の中での連携・協働の方法など、活動を実施していくにあたって

役立つポイントや、今後の計画の参考となるような工夫などを参加団体同士が相互に意

見交換することにより、活動やその発展、団体間のネットワーク形成などに活かす機会と

なることを期待しております。 

この事業報告会が、皆さまの活動のさらなる活性化や組織力の強化等に少しでもお

役に立つ機会となれば幸いです。 

独立行政法人福祉医療機構 





平成２３年度 社会福祉振興助成事業 事業報告会

地域と呼応する

基調講演

地域と呼応する
長崎国際大学 学長 潮谷義子

（前熊本県知事）（前熊本県知事）

平成23年12月1日（木）
熊本会場：くまもと県民交流館パレア

１ 今 地域は・・・１．今、地域は・・・
資料１：高齢率（全国、九州・沖縄各県）

総 数 65歳以上 人口に対する
対象・県名

総 数
（1,000人）

65歳以上
（1,000人）

人口に対する
割合（％）

全国 127 510 29 005 22 7全国 127,510 29,005 22.7

福岡県 5,053 1,111 21.9

佐賀県 852 207 24 3佐賀県 852 207 24.3

長崎県 1,430 368 25.7

熊本県熊本県 1,814 463 25.5

大分県 1,195 316 26.4

宮崎県 1,132 290 25.6

鹿児島県 1,708 450 26.3

沖縄県 1,382 242 17.5
総務省統計局『人口推計年報』（2009年10月1日現
在）



１ 今 地域は・・・１．今、地域は・・・
資料２：高齢率（熊本県内市町村）
順位 市町村名

高齢化率
順位 市町村名

高齢化率
順位 市町村名

高齢化率
順位 市町村名 （％） 順位 市町村名 （％） 順位 市町村名 （％）

1 五木村 41.9 17 甲佐町 33.1 33 御船町 27.4

2 山都町 39.9 18 上天草市 32.9 34 菊池市 27.3

3 球磨村 38.3 19 相良村 32.7 35 宇城市 27.23 球磨村 38.3 19 相良村 32.7 35 宇城市 27.2

4 水上村 38.0 20 水俣市 32.6 36 長洲町 26.1

5 美里町 37.9 21 南関町 32.5 37 城南町 25.8

6 和水町 36.2 22 阿蘇市 32.2 38 植木町 25.06 和水町 36 阿蘇市 3 38 植木町 5 0

7 湯前町 35.9 23 山鹿市 30.9 39 錦町 24.8

8 芦北町 35.7 24 玉東町 30.5 40 西原村 24.6

9 産山村 35.2 25 南阿蘇村 30.5 41 嘉島町 24.6

10 高森町 34.8 26 人吉市 30.3 42 宇土市 24.2

11 津奈木町 34.8 27 氷川町 30.2 43 益城町 23.2

12 南小国町 33.8 28 あさぎり町 30.0 44 熊本市 20.5

13 多良木町 33.8 29 山江村 29.0 45 合志市 20.0

14 苓北町 33.7 30 荒尾市 28.2 46 大津町 19.2

15 天草市 33.6 31 八代市 28.2 47 菊陽町 16.6

16 小国町 33.1 32 玉名市 27.7

熊本県統計調査課による（2009年10月1日現在）

２ 血縁から社会的縁へ ①世帯類型２．血縁から社会的縁へ ①世帯類型
資料３：共働き世帯の推移
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１．昭和55年から平成13年は総務省「労働力調査特別調査」、平成14年以降は「労働力調査」より作成。
２．「男性雇用者と無業の妻からなる世帯」とは、夫が非農林業雇用者で、妻が非就職者の世帯。
３．「雇用者の共働き世帯」とは、夫婦ともに非農林業雇用者の世帯。



２ 血縁から社会的縁へ ①世帯類型２．血縁から社会的縁へ ①世帯類型
資料４：母子・父子世帯数

母子世帯母子世帯
①

母子世帯
（他の世帯員がいる世帯を含む）

②

差
②―①

率（％）
（②―①）／①

平成7年 529,631 636,208 106,649 20.14

平成12年 625,904 756,805 130,901 20.91

平成17年 749,048 922,168 173,120 23.11

父子世帯 父子世帯 差 率（ ）父子世帯
①

父子世帯
（他の世帯員がいる世帯を含む）

②

差
②―①

率（％）
（②―①）／①

平成7年 88 081 144 549 56 468 64 11平成7年 88,081 144,549 56,468 64.11

平成12年 87,373 149,688 62,315 71.32

平成17年 92 285 166 198 73 913 80 09平成17年 92,285 166,198 73,913 80.09

総務省 平成7年～17年「国勢調査」

２．血縁から社会的縁へ ①世帯類型
資料５：離婚件数及び親が離婚をした

未成年の子の数の年次推移未成年の子の数の年次推移

厚生労働省 「離婚に関する統計」



２ 血縁から社会的縁へ ①世帯類型２．血縁から社会的縁へ ①世帯類型
資料６：ひとり世帯 高齢世帯
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実測値：国税調査より推計値：国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計
人口」より
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２．血縁から社会的縁へ ②障がい者世帯
資料７：障がい者の世帯構成
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内閣府：障害者背昨総合調査（平成22年3月）より



３ 助成は「共生」の根を養う３．助成は「共生」の根を養う



平成23年度 社会福祉振興助成事業 助成事業報告会
法人 ク バ トNPO法人 クローバーアート

©NPO法人クローバーアート

NPO法人クローバーアートとはNPO法人クローバーアートとは

ある障がい者の絵画作品に感動したデザイナー（現理事長の甲斐浩二）
が友人や知人に「障がい者の作品をアート作品として世に送りだしたい」と

び 設立 た 法 年 熊本県認証 す呼びかけて設立したNPO法人（2006年11月に熊本県認証）です。

©NPO法人クローバーアート



WAM助成をいただくまでの主な活動
2006年

12月 熊本県ハートウィークイベントに参加12月 熊本県ハ トウィ クイ ントに参加

2007年

10月 熊本城南大手門で「True＆Live展」10月 熊本城南大手門で「True＆Live展」

2008年

2月 長崎書店で「ココロ＋コトバ展」2月 長崎書店で「ココロ＋コトバ展」

6～7月 阿蘇白水郷美術館で「ココロ＋キズナ展」

10月 「ギャラリーよつばんち」誕生！10月 ギャラリ よつばんち」誕生！
熊本県地域の縁側づくり助成事業

※新聞・テレビなどで数多く紹介されました。

11月 くまもとハートウィーク ポスター採用

NHKハート展会場中央スペースの企画施工

県内の障がい者芸術展企画展参加県内の障がい者芸術展企画展参加

©NPO法人クローバーアート

11月～12月

CREATORS EXPO!2008（カリーノ）作品出展CREATORS EXPO!2008（カリ ノ）作品出展

障がい者福祉施設製品の販売

12月 アートと木育の融合イベント実施12月 アートと木育の融合イベント実施

マイ箸・マイスプーンづくり

（財）日本木材総合情報センター「木育活動事業」財 本 情報 動事 」

12月 「るぴなすフェスタ」プロデュース

©NPO法人クローバーアート



WAM助成事業
平成21年度 「長寿・子育て・障害者」基金助成事業

障がい者アート促進のための工房構築事業障がい者アート促進のための工房構築事業2009年

7月 「アトリエ＆ショップよつばんち」 整備

©NPO法人クローバーアート

10月 「子ども達のための陶芸ワークショップ」
障がい児を中心に20組の親子が参加（熊本市現代美術館）。

11月 “大城組”の小さな巨匠たち展」11月 大城組 の小さな巨匠たち展」

「河原町アートアワード2009」

白石くんの詩がハッピー桜十
字病院賞受賞

©NPO法人クローバーアート

字病院賞受賞



11月 「障がい者アート促進のための無料相談会」開催
（崇城大学熊本市民ホール（熊本市民会館）会議室）

熊本県障がい者支援総室及び熊本県授産協様が周知広報にご協力。

9組の方が訪れ、作品づくりに関する指導や作品の活用用法などを相談。9組の方が訪れ、作品づくりに関する指導や作品の活用用法などを相談。

「来て良かった」と感想をいただきました。

©NPO法人クローバーアート
熊本日日新聞10月26日付夕刊

印刷物作成

©NPO法人クローバーアート

印刷物作成



21年度助成事業の効果21年度助成事業の効果

１ 活動の場が広がった１．活動の場が広がった。

２ 行政 団体 メディアからの注目と信頼を２．行政・団体・メディアからの注目と信頼を
獲得でき、団体の存在、障がい者アート
の認知と活用が進んだ。

３． 「心」の支援ができることと、その大切

さ 気さに気付いた。

©NPO法人クローバーアート

WAM助成事業
平成22年度 地域活動支援事業

障がい者アート促進のための工房構築事業

通年 販促のための工房運営

障がい者アート事業のための（無料）相談事業

「よつばんち」がある熊本市河原
町の商業組合「河原町文化開発研
究所」が主催する「河原町アートの究所」が主催する「河原町ア トの
日」(毎月第２日曜日)のイベントに
毎回参加。障がい者アートの作品
展示および作品を活用したグッズ展示および作品を活用したグッズ
の製作や販売に取り組んだ。
また、当日は作家の発掘および

販促を 的 「障が 者 事業販促を目的に「障がい者アート事業
のための（無料）相談事業」を工房
で開催（計12回）。その後の販売促 相談件数総数 36件（月平均3件）

相談員配置 月により2 3人

©NPO法人クローバーアート

進活動へのきっかけづくりを行った。
相談員配置 月により2～3人



11月 障がい者アート事業推進のための研究視察11月 障がい者ア ト事業推進のための研究視察

障がい者アート事業の先進的
な活動をされている滋賀県近
江八幡市の「ボーダレス・アート
ミ ジアムNO MA」（写真上）ミュージアムNO‐MA」（写真上）
と奈良県奈良市の「たんぽぽの
家アートセンターＨＡＮＡ」（写真家ア トセンタ ＨＡＮＡ」（写真
下）を研究視察した。

NO-MAでは 主にギャラリーNO MAでは、主にギャラリ
における作品の見せ方を、「た
んぽぽの家」では、人権を重ん
じる中で生まれたアート事業の
取り組み姿勢などについて学
ばせていただいた

©NPO法人クローバーアート

ばせていただいた。

障がい者アートのワークショップ開催
ブ グ プ8月 ライブペインティングワークショップ（24時間テレビ会場）

©NPO法人クローバーアート



9月 海のワークショップ（天草市）

シュノーケルを体験した後、海岸の石
に絵を描くワークショップを行ったに絵を描くワークショップを行った。

©NPO法人クローバーアート

通年 障がい者アート事業販売促進のための活動

作品の販売や活用を目指し、官公
庁や一般企業に出向いて、販路開拓
や商談事業を行った。また、相談を
受けた障がい者や障がい者支援施設受けた障がい者や障がい者支援施設
と事業所を媒介するマッチング事業
や障がい者支援施設の新製品開発支
援などを行った援などを行った。

訪問者数のべ67人
訪問回数のべ160回訪問回数のべ160回

©NPO法人クローバーアート



相談事業及び販売促進活動から製品化支援へ

事例１「オリジナルタンブラー」の製品化

事例２ 伝統産業の職人技と施設のステンドグラス作品をマッチング
「石あかり」として製品化をプロデュース

©NPO法人クローバーアート

チラシ制作・広告出稿・メディアでの紹介など

©NPO法人クローバーアート



22年度助成事業の成果22年度助成事業の成果

１．障がい者アートと障がい者アート障がい者ア トと障がい者ア ト
の拠点としての認知度をさらに高
めることができた。める とができた。

２．先進事例の研究視察により、先進事例の研究視察により、
作品展示の仕方や製品化に
ついて多くの知見を得た。て多くの知見を得た。

３．相談事業を契機に販売促進活動
として新製品開発を支援でき、商
品開発のノウハウを蓄積できた。 22年度事業報告書の表紙

©NPO法人クローバーアート

2年間の助成事業を通して気付いたこと

私たちの強みと弱み
＜強み＞

デザイナ フォトグラフ イベントプランナ ライタ 建築家 サラリ マン• デザイナー、フォトグラファー、イベントプランナー、ライター、 建築家、サラリーマン、
ＯＬ、学生・主婦 など幅広い年齢層の 多彩な顔触れがそろっている。このため、プ
ロの目で作品を吟味し、活用を図る際に「売れる」商品づくりを志向できる。

拠点がまちなかにあり 広く 般社会に訴求 きる• 拠点がまちなかにあり、広く一般社会に訴求できる。

• 障がい者に何かをしてあげるのではなく、共に創ることが楽しいと素直に感じる心と
経験を持っている。

＜弱み＞

• 財政基盤が弱い。

• 福祉の専門家がいない。福祉の専門家がいない。

より多くの機関、個人とつながることが大切！
震災や円高といった厳しい経済環境の中 弱みを克服し 障がい者アートを震災や円高といった厳しい経済環境の中、弱みを克服し、障がい者ア トを

さらに推進するには、事業としての確立（いつまでもボランティアでは続かな

い）が必要。そのためにも、より多くの機関、個人と、より堅固なネットワーク

を築くことが大切だと考えている。
©NPO法人クローバーアート



 

 

「助成金が活動を加速」 

 

                       ＮＰＯ法人ル・シエルくまもと 

                        理事・事務局長 石津 サヤカ 

 

１ 「ル・シエルくまもと」がめざしていること 
 

成人期に達しあるいは近づいているアスペルガー症候群・高機能自閉症の人たちの様々な

社会的問題に取り組むための会として『ル・シエルくまもと』を設立。 

 アスペルガー症候群・高機能自閉症は周りの人にその症状を理解され難く、さらに障が

いとしての制度的谷間にある。 

 幼児、学童においては療育体制の整備、特別支援教育制度の変革により状況は改善され

つつあるが、成人においては発達障害者支援法の制定にも関わらず現実的には放置の状

況。 

 当事者が安心して外に出かけられる場所がない、家庭で引きこもりの状態となってしま

う、これに伴い苦手な対人関係がますます作りにくくなり、就労が極めて困難な現状。 

 

これらの問題に積極的な対応をするために 

１） 地域社会に当事者が安心して出かけられる場を作っていくこと。 

２） 地域の様々なグループや支援していただける人たちとのネットワークを作っていくこと。 

   多くの領域の専門家のみならず社会の中でアスペルガー症候群・高機能自閉症の人の社

会参加に理解を示していただける人との関係を求めていくこと。 

３） 多くの関連部門と連携をとり当事者の就労について考えていくこと。 

４） 成人となったアスペルガー症候群・高機能自閉症の理解の推進のために自分たち自身の

学習と社会に対する啓発活動を行っていくこと。 

５） これらの問題に対処していくために運営の経済的基盤を確立しつつ継続的な活動を行う

ためにＮＰＯ法人設立をめざしています。 （2009年 ＮＰＯ法人設立趣旨書より） 

      

 

 

 



 

２ 平成 21 年度助成事業の内容と参加者数 

 

 

   講演会 

 開催日 内容 参加者数

第１回  H21/6/7 「成人期のアスペルガー障害 

―それぞれの違いと支援のあり方―」 

はっとり心療クリニック院長 服部 陵子 先生 

220 人

第２回  H22/2/14 「アスペルガー症候群･高機能自閉症の人たちの就労支援」 

横浜市発達障害者支援センター 柴田 珠里 先生 
84 人

   計 304 人

 

 

 

    サポーター養成講座 

 開催日 内容 参加者数

第１回  H21/4/19 「若い人の就職活動の現状と課題」 

くまもと若者サポートステーション センター長 福原 和美 氏 
40 人

第２回  H21/7/5 「発達障害をかかえた子どもたち ―欠かせぬ周囲の理解と支援―」 

土井ホーム代表・博士（学術） 土井 髙德
たかのり

 先生 
170 人

第３回  H21/8/1 「アスペルガー・高機能自閉症の人の作業所『アベル』の活動」 

特定非営利活動法人アベル 理事長 永柄 恵子 氏 
67 人

第４回  H21/8/26 「福岡、アベル高取見学＆交流会」 
27 人

第５回  H21/9/26 「済生会熊本福祉センターの実践と課題 ～一人ひとりが主体者と

して働くために～」 

済生会熊本福祉センター 所長 長濱 朋二 氏 

41 人

第６回  H21/11/8 「高機能自閉症スペクトラム障害のある人のグループ活動と就労問題」 

ＮＰＯ法人アスぺの会石川 サブディレクター 田中 早苗 先生 
71 人

第７回  H21/12/5 「親子パソコン教室 ―年賀状を作ってみよう―」 

ＮＰＯ法人アイネットワークくまもと 村上 栄基 氏 
12 人

第８回  H21/12/19 「２００８年英国自閉症協会の国際学会を見学してきました」 

熊本県こども総合療育センター 小児科医 山田 みどり 先生 
29 人

第９回  H22/3/3 「お母さんや親たちに話したいことがあります！」 

当事者本人から聞く話 
18 人

第 10 回  H22/3/6 「薬の話」 

熊本市薬剤師会くまもと東部薬局 薬局長 米田 喜美子 先生 
18 人

   計 493 人

 

 

 



 

３ 現在の活動状況について 

 平成 22 年度 

【生活支援事業】 

    お母さんが困った時に助けるための料理会 6 回実施 

【就労支援事業】 

    ・裂き織事業  週 3 日 10 ヶ月  

    ・フリーマーケット参加  2 回 3 日間 

    ・講演会手伝い 

【相談事業】 

    ・相談会・勉強会 月 2回 23 回 

    ・電話相談 

【啓発・育成事業】 

    ・講演会開催 1 回 

服部 陵子先生講演会（はっとり心療クリニック院長） 

「成人のアスペルガー障害の理解と支援 ―成人期の生きにくさについてー 」 

 平成 23 年度 

今年度決定の助成金とその内容 

 グリーンコープくまもと福祉活動組合員基金から  家賃・水光熱費助成 

 三村記念基金から  裂き織加工技術向上のための講習会 7 回へ助成 

 熊本県社会福祉振興基金助成事業から  機織り道具の購入へ助成  

 ＷＡＭ社会福祉振興助成事業から  アスペルガー障害の人への就労前支援事業へ助成 

 就労前支援（訪問支援）・講演会・染織研修バス旅行 

    

４ まとめ 

 ＷＡＭ助成金が活動に及ぼしたこと 

 チームワークが重要 

 きっちりした会計の知識と能力が必要 

 会計・報告の項目が多く、会計と事務担当の負担は大きい 

 ヒアリングの際、スタッフ全員で受けて良かった 

 

 大切と感じた小さな気付き 

 連続の講座や講演会で幅広い分野からの参加と会員の増加 

 「理解と支援」の拡がり 

 他団体の信頼を得て、活動が拡がる 

 スタッフの結束と役割分担で活動力が増強 

   


